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中学生・高校生の生活習慣に影響を及ぼす要因の研究

一生徒のセルフ・コントロール，保護者の養育態度から一

小杉真由美1），堀田　法子2）

〔論文要旨〕

　中学生・高校生の生活習慣に影響を及ぼす要因を明らかにする目的で質問紙調査を行い，中学生398名，

高校生612名とその保護者1，010名を解析対象とした。その結果，最も好ましい生活習慣を実践していた

のは，中学生男子であった。また，生活習慣とセルフ・コントロールとの関連は，中学生男女と高校生

男子にみられ，とくに，改良型に関連がみられた。生活習慣と養育態度との関連は，中学生・高校生と

もに男子にみられ，とくに，保護者の受容的かかわりに関連がみられた。以上より。改良型セルフ・コ

ントロールを高める指導や，保護者への健康教育の方向性が示された。しかし，高校生女子は，関連要

因がほとんどなく他要因とめ検討が課題となった。
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1．はじめに

　近年，好ましくない生活習慣による慢性的な

倦怠感や意欲の低下，自律神経性愁訴などを訴

える児童生徒の増加がみられている1，2）。さら

に，生活習慣病の低年齢化が深刻な問題となっ

てきており，平成9年には，「学校におけるヘ

ルスプロモーションの推進」，平成13年には，「健

やか親子21」が制定され，思春期の保健対策の

強化と健康教育の推進が打ち出された3）。

　健康の保持増進のため，好ましい生活習慣を

身につけることは重要であるが，自立心が育つ

と生活習慣を自分の意思で操作するようにな

り，好ましくない方向1に進む傾向があると報告

された4・　5）。物部は，杉若6）が開発したセルフ・

コントロール尺度（Redressive　Reformative

Self－Control　Scale：以下RRS）を用い調査を

行い，セルフ・コントロール（以下SC）が高

い高校生は，有意に健康的な生活習慣を実践し

ていたことを報告した7）。

　また，鈴木らは，幼児から小学生を対象に調

査を行い，保護者の養育態度が子どもの生活習

慣にも影響していることを明らかにした8＞。子

どもの生活習慣には養育態度が影響しているこ

とが考えられるが，先行研究では幼児や学童期

を対象にした調査が多く，青年期を対象にした

調査は数少ない8・9）。

　そこで，生活習慣を自分で操作し始める申学

生・高校生を対象に，生活習慣がSC，養育態

度の2つの要因とどのように関連しているか

を，発達段階および性別で比較分析し，中学生・

高校生の生活習慣の向上育成に向けて，発達段

階等に応じた保健指導に役立てることを目的と

した。
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∬．研究方法

1．対象および期間

　研究協力の対象は，A県内公立中学校の男子

とその保護者各251名，女子とその保護者各259

名，全日制普通科高等学校の男子とその保護者

各581名，女子とその保護者各355名であった。

中学生とその保護者は平成18年7月上旬，高校

生とその保護者は6月中旬に調査を行った。

2．方　法

　生徒用と保護者用の質問紙を作成し調査を

行った。中学生と高校生各5名に生徒用の質問

紙全項目のプレテストを実施し，修正後本調

査を行った。調査依頼文と質問紙を生徒に配布

し，生徒から保護者に届けた。回答は自宅で行

い，生徒用と保護者用は各’々封筒に入れマッチ

ングできるように，さらに一つの封筒に入れて

糊付けをしたものを担任教諭が回収した。

3．調査内容

　生徒の調査内容は，学年，性別，Breslowユ。＞

および門田の質問紙4）を参考にした生活習慣10

項目，杉若のRRS20項目である6）。保護者は，

鈴木らの養育態度30項目である8）。

　RRSは，「改良型SC」，「調整型SC」，「外的

要因による行動コントロール（以下外的要因に

よる行動C）」の3つの下位尺度から構成され，

「全くあてはまらない」（一3点）から「まさに

あてはまる」（＋3点）の6段階評定で回答を

求め平均値を算出した。

　「改良型SC」は，習慣的な行動を新しくし，

より望ましい行動へと変容するSCである（高

得点：8点以上，低得点：一3点以下，各尺度

ともに高得点と低得点以外は中得点）。「調整型

SC」は，ストレス場面において発生する情動的・

認知的反応のSCであり，不安場面での気そら

しや自己教示が含まれる（7点以上，一2点以

下）。「外的要因による行動C」はt他者依存の

傾向や自発的な行動に対する消極性を示すもの

である（4点以上，一7点以下）。「改良型SC」

「調整型SC」は，ともに得点が高いほどSCが

高く，「外的要因による行動C」は得点が低い

ほどCが高いことを示す。
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　養育態度は，「受容的・子ども中心的かかわ

り」（以下受容的），「統制的かかわり」（以下統

制的），「責任回避的かかわり」（以下責任回避的）

の3つの下位尺度，各々10項目から構成され，

「たしかにそうだ」（5点）から「まったくそう

ではない」（1点）の5段階評定で回答を求め

平均値を算出した。

　「受容的」は，子どもの情緒的支えとなり，

意見や考えを尊重し受け入れる態度である（標

準平均値13．78）。「統制的」は，子どもを意の

ままに支配したり，口うるさく指示する態度で

ある（2．84）。「責任回避的」は，子どもへの無

関心や放任に加え，統制の仕方に一貫性がない

態度である（2．25）。

4．分析方法

　生徒は「中学生男子」，「中学生女子」，「高校

生男子」，1「高校生女子」の4群に，生活習慣

項目は「好ましい習慣」，「好ましくない習慣」

の2群に分けて分析した。RRSと養育態度は

下位尺度毎に得点化した。生徒4野間とRRS，

養育態度との比較は，一元配置分散分析，Bon－

ferroniの不等式による修正の多重比較を行っ

た。生活習慣とRRSとの関連，生活習慣と養

育態度との．関連は，t検定を行った。各下位

尺度のクロンバックα信頼性係数は，RRSは，

0．80，0．76，0．66，養育態度は，0．75，0．73，0．76

であった。なお，分析にはSPSS　Ver．14．0を

用いたρ

5．倫理的配慮

　名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会の承

認を受けた。研究’協力校の校長に口頭と文書で

研究目的等の説明を行い，文書で同意を得た。

その後，生徒には口頭と文書，保護者には文書

で研究目的等の説明を行った。調査は，無記名

である，参加は自由である，個人情報は保護す

る，成績や内申等への影響はないこと，回答を

もって同意を得たとする旨の説明を行った。

皿．結 果

1．属　性

　分析対象は，中学生男子とその保護者各194

名，中学生女子とその保護者各204名，高校
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生男子とその保護者各361名，高校生女子と

その保護者各251名であった。回収率は，各々

77．3％，78．8％，62．1％，70．7％であった。（生

徒または保護者のいずれかのみの回答は3名お

り，非回収とした）。

2．生活習慣（表1）

　すべての生徒は，「朝食」，「自宅での夕食」，「夕

食状況」，「食欲」の4項目，中学生男子はそれ

に「運動系部活」，「運動・スポーツ」，「就眠時間」，

「睡眠時間」の8項目については，「好ましい習

慣」群の生徒が80％以上であった。最も「好ま

しい習慣」をとっていたのは中学生男子であっ

た。

　中学生と高校生の相違点は，「運動系部活」，

「就眠時間」の2項目であった。「運動系部活」

では，「好ましい習慣」群は，中学生が65．2～

92．8％に対し，高校生は12．7～28．0％と少数で

あった。「就眠時間」では，「好ましい習慣」群

は，中学生が74～82％に対し，高校生が約40％

と半数以下であった。

　男女の相違点は，「排便」の1項目で，「好ま

しい習慣」群は，中学生・高校生ともに男子が

約70％に対し，女子は46．2～54．4％と半数前後

であった。

3．生徒のR臼S得点（表2）

　高校生女子の「改良型SC」が低得点であっ

た以外は，すべての生徒のRRSは中得点であっ

た。「改良型SC」は，高校生より中学生の得点

が高く，とくに中学生男子の得点が有意に高

かった（p＜0．05）。「調整型SC」は，高校生

より中学生の得点が高く，高校生男子より中学

生女子の得点が有意に高かった（p＜0．05）。「外

的要因による行動C」は，生徒間に有意差はみ

られなかった。

表1　生徒の生活習慣

質　問　項　目

運動系部活

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

運動・スポーツ

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

朝　食

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

自宅での夕食

　好ましい習’慣

　好ましくない習慣

夕食状況

　好ましい習慣

　好ましくない習「慣

食欲
　好ましい習慣

　好ましくない習慣

間　食

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

就眠時間

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

睡眠時間

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

排　便

　好ましい習慣

　好ましくない習慣

（入部している）

（入部していない）

（週1回以上する）

（ほとんどしない）

（毎朝食べる）

（毎朝食べない）

（毎日食べる）

（毎日食べない）

（家族全員／誰かと一緒）

（ほぼ一人）

（ある／あるほう）

（あまりない／ない）

（時々／食べない）

（毎日食べる）

（10時以降12時前）

（12時以降）

（6時間以上8時間未満）

（6時間未満8時間以上）

（毎日ある）

（毎日ない）

中学生男子

n　＝194

中学生女子

n　＝20n

高校生男子

n　＝361

高校生女子

n　＝251

180　（92．8）

17（　7．2）

1zz（96．9）

6（　3．1）

179（92．3）

　15　（7．7）

191　（98．5）

3（　1．5）

182　（93．8）

12（　6．2）

184　（94．8）

10（　5，2）

127（65．5）

67（34．5）

159　（82，0）

35（18．0）

160　（82．5）

34　（17，5）

139　（71．6）

55（gg．4）

1ss（65．2）

71　（34．8）

176（86．3）

28　（13．7）

178　（87．3）

26（12．7）

202（ee．O）

　2（　1．0）

193（94．6）

　11　（5．4）

194（95．1）

10（　4．9）

132　（64，7）

72（35．3）

151　（74．0）

53　（26，0）

156　（76．5）

48　（23．5）

111（54．4）

93　（45．6）

101（28．0）

260　（72，0）

252（69．9）

109（30．2）

3ca（84．2）

57　（15．8）

336（93．1）

25（　6，9）

308　（85．3）

53（14．7）

333（92．2）

28（　7．8）

270（74．8）

91（25．2）

151（41．8）

210　（58．2）

2M（73．1）

97　（26．9）

265（73．4）

96　（26．6）

32　（12．7）

219（87．3）

146（58．2）

105　（41．8）

226　（90．0）

25　（10．0）

221（88，0）

30　（12．0）

218（ee．9）

33　（13．1）

241　（96．0）

10（　4，0）

177（70．5）

74　（29．5）

97　（38．6）

154　（61．4）

157　（62．5）

94　（37．5）

116（46．2）

135（53．8）

人数（％）
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表2　生徒のセルフ・コントロ■・一一・ル得点

改良型尺度 調整型尺度 外的要因尺度

n M　　　SE　　　検定 M　　　SE　　　検定 M　　　　SE 検定

中学生男子

@　　女子

mZ生男子
@　　女子

194

Q04

R61

Q51

妻liliiユユ L52　　　0．46

P：器　8：窒］・

O，27　　　0．40

一〇．17　　　0．53

@0．58　　　0．48

|0。53　　　0．40

@0。73　　　0．49

NS

一元配置分散分析

Bonferroniの不等式による修正

“p〈O．05

表3　保護者の養育態度得点

受容的尺度 統制的尺度 責任回避的尺度

n M SE 検定 M SE　　　検定 M　　　SE　　　検定

中学生男子

@　　女子

mZ生男子
@　　女子

194

Q04

R61

Q51

3．38

R．29

R．28

R．38

0．04

O．05

O．03

O．04

NS

2．41

Q．31

Q．24

Q．30

l
i
i
ユ
0
．
0
4

L90　　　0．04
P。86　　　0．04　　　　　　　　　　NS1．81　　　0．03

P．85　　　0．04　　　　　　　　　　　　　一

一元配置分散分析

Bonferroniの不等式による修正

’p〈O．05

4．保護者の養育態度得点（表3）

　すべての保護者は，下位尺度において標準平

均値をやや下回っていた。「統制的」は，高校

生より中学生の保護者の得点が高く，とくに男

子の保護者が有意に高かった（p＜O．05）。「受

容的」，「責任回避的」は，保護野間に有意差は

みられなかった。

5．生徒の生活習慣とRRSとの関連（表4）

　RRSの下位尺度毎に，「好ましい習慣」と「好

ましくない習慣」の2磯間のSC得点を比較し

た。「改良型SC」では，中学生男子は「運動・

スポーツ」，「朝食」，「排便」，中学生女子は「運

動系部活」，「運動・スポーツ」，「就眠時間」，「排

便」，高校生男子は「運動系部活」，「運動・スポー

ツ」，「睡眠時間」，「排便」，高校生女子は「運

動・スポーツ」が「好ましい習慣」群に有意に

SC得点が高かった。「運動・スポーツ」はすべ

ての生徒に，「排便」は中学生男女と高校生男

子に共通していた。

　「調整型SC」では，中学生男子は「就眠時間」，

「排便」，高校生男子は「運動・スポーツ」，「排

便」が「好ましい習慣」群に有意にSC得点が

高かった。「排便」は中学生・高校生ともに男

子に共通していた。ただし，「好ましくない習慣」

群に有意にSC得点が高かった項目もあり，中

学生男子は「運動・スポーツ」，中学生女子は「夕

食状況」であった。

　「外的要因による行動C」では，中学生男子

は「運動系部活」，「運動・スポーツ」，「朝食」，

中学生女子は「就眠時間」，「睡眠時間」，高校

生男子は「問食」が「好ましい習慣」群に有意

にSC得点が低かった。高校生より中学生に関

一連がみられたが共通性はなかった。

6．生徒の生活習慣と養育態度との関連（表5）

　養育態度の下位尺度毎に，「好ましい習慣」

と「好ましくない習慣」の2群間のかかわり得

点を比較した。

　「受容的」では，中学生男子は「運動系部活」，

「運動・スポーツ」，「朝食」，「夕食状況」，高校

生男子は「運動・スポーツ」，「自宅での夕食」，

「食欲」，「睡眠時間」，「排便」が「好ましい習

慣」群に有意にかかわり得点が高かった。男子

は，中学生・高校生ともに関連項目が多くみら

れたが，女子は，中学生・高校生ともに関連項

目はみられなかった。

　「統制的」では，高校生男子は「自宅での夕

食」のみが「好ましい習慣」群に有意にかかわ

り得点が高かった。中学生男女と高校生女子に

はまったく関連項目はなかった。ただし，「好

ましくない習慣」群に有意にかかわり得点が高
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表4　生徒の生活習慣とセルフ・コントロールとの関連

中　学 生　男　子 中　学 生　女子

生活習慣項目 改良型 調整型 外的要因型 改良型 調整型 外的要因型

M SE M SE M SE M SE M SE M SE

運動系部活

好ましい習慣 一〇．37 0．71 1．54 0．47 一〇，75 0．54＊寮 一〇．75 0．72　串 2．05 0．60 0．35 0．58

好ましくない習慣 一5．29 2．53 1．21 2．16 7．29 1．30 一1．86 1．17 1．11 0．85 1．oo 0．88

運動・スポーツ

好ましい習慣 一〇．40 0．69＊ホ 1．35 0．47　‡ 一〇．44 0．53　　宰＊ 一〇．65 0．66　＊ 1．96 0．53 0．45 0．53

好ましくない習慣 一10．83 2．24 6．83 1．42 8．33 1．54 一4．21 1．72 0．25 1．31 1．39 1．25

朝　食

好ましい習慣 一〇．10 0．70＊索 1．72 0．45 一〇．50 0．54　牢 一〇．79 0．66 2．07 0．50 0．70 0．53

好ましくない習慣 一8．13 2．04 一〇．93 2．71 3．73 2．18 一3．50 L86 一〇．62 ！．65 一〇．27 L18

自宅での夕食

好ましい自虐 一〇．79 0．69 1．48 0．47 一〇28 0．53 一1．22 0．62 1．70 0．49 0．52 0．49

好ましくない習慣 3．67 7．33 3．67 5．33 6．67 3．38 6．50 5．50 4．50 0．50 6．00 3．00

夕食状況

好ましい習慣 一〇，74 0．71 1．52 0．49 一〇．25 0．54 一〇．97 0．64 1．47 0．49　寧 0．5！ 0．49

好ましくない習慣 一〇．50 2．73 1．50 1．04 ！．08 2．37 一4．00 2．60 6．27 2．42 1．73 2．97

食欲
好ましい習慣 一〇．47 0．70 1．63 0．47 一〇．29 0．55 一〇．98 O．64 1．88 0．50 0．51 0．49

好ましくない習慣 一5．30 2．86 一〇．60 2．62 2．00 1．45 一4．20 3．00 一1，20 2．56 1．90 2．67

間　食

好ましい習慣 一1．28 1．23 1．96 0．82 一1．13 0．89 一2．47 1．05 1．72 0．80 1．14 0．84

好ましくない習慣 一〇．43 0．82 1．28 0．56 0．34 0．66 一〇．41 0．77 1．73 0．62 0．27 0．59

就眠時間

嬉ましい習慣 一Q．40 0．75 1．94 0．49　＊ 一〇．38 O．57 0．13 0．72材 1．95 0．57 一〇．01 0．56
＊

好ましくない習慣 一2．20 L70 一〇，40 1．25 0．80 1．34 一4．75 1．09 1．09 0．99 2．25 0．92

睡眠時間

好ましい習慣 一1ユ1 0．74 139 0．50 一〇．43 0．54 一〇．86 0．69 2．06 0．55 0．25 0．53
宰

．好ましくない習慣 1．09 1．71 2．12 L23 1．03 1．62 一2．04 L43 0．63 1．07 1．65 1．12

排　便

好ましい習慣 0．56 0．80＊＊ 2．27 0．52ホ購 一〇．52 0．66 0．43 0．87艸 2．05 0．65 0．48 0．62

好ましくない習慣 一3．96 1．22 一〇．40 0．92 0．71 0．85 一3．01 0．85 1．34 0．74 0．70 0．76

生活習慣項目 高　校 生　男　子 高校 生　女　子

’運動系部活

好ましい習慣 一〇．85 0，86　寮 0．97 0．63 一〇，73 0．78 一3．59 1．47 一〇．06 1．Q9 一〇．88 1．29

好ましくない習慣 一3．66 0．59 一〇．37 0．40 一〇．45 0．47 一2．95 0．57 0．32 0．43 0．97 0．52

運動・スポーツ

好ましい習慣 一1。58 0．57纏 0．54 0．40　‡ 一〇，89 0．46 一1．96 0．69　ホ O．53 0．54 0．56 0．64

好ましくない習慣 一5．86 0．89 一1．25 0．61 0．30 0．78 一4．52 0．82 一〇．09 0．59 0．97 0．74

朝食
好ましい習慣 一2．90 0，531 一〇．05 0．37 一〇．57 0．43 一2．91 0．56 O．19 0．42 0．63 0．52

好ましくない習慣 一2，72 1．24 0．28 0．84 一〇．33 1．03 一4．12 1．84 LOO 1．14 1．64 1．45

自宅での夕食

好ましい習慣 一3．03 0．51 一〇．10 0．34 一〇．60 0．42 一2．93 0．57 0．28 0．43 0．60 0．52

好ましくない習慣 一〇．80 1．93 L32 1．58 0．48 L48 一3．80 1．61 0．23 1．09 1．73 1．45

夕食状況

好ましい習慣 一3，00 0．53 一〇，06 0．37 一〇．48 0．44 一3，35 0．58 0．17 0．42 0．78 0．51

好ましくない習慣 一2．17 1．29 0．38 0．90 一〇．83 LOO 一1．03 1．36 0．91 1．14 0．39 1．59

食欲
好ましい習慣 一2．72 0．50 0．12 0．35 一〇．61 0．42 一3．12 0．55 0．36 0．40 0．86 α49

好ましくない習慣 一4．68 1．93 一1．36 1．30 0．39 1．46 一1．00 2．47 一1．90 2．32 一2．30 3．10

間　食

好ましい習慣 一2，38 0．56 一〇．03 0．39 一1．28 0．荏4　　丁零 一2，45 0．63 0．57 0．48 0．45 0．60

好ましくない習慣 一4，34 0．97 0．11 0．71 1．70 0．85 一4．43 1．00 一〇．45 0．70 1．42 0．80

就眠時間

好ましい習慣 一2．26 0．80 0．52 0．52 一〇．52 0．62 一334 0．91 0．42 0．64 0．42 0．79

好ましくない習慣 一3．31 0．62 一〇．37 0．45 一〇．54 0．53 一2．84 0．65 0．18 0．51 0．93 0．62

睡眠時間

好ましい習慣 一2，28 0．59　ホ 0．36 0．38 一〇．97 0．46 一2．89 0．69 0．48 0．49 0．36 0．59

好ましくない習慣 一4．49 0．87 一〇．96 0．70 0．67 0．82 一3．28 α83 一〇．07 0．67 1．35 0．84

排　便

好ましい習慣 一2．13 0．59　　＊＊ 0．41 0．39　ホ 一〇．60 0．47 一2．79 0．70 一〇．09 0．57 0．69 0．68

好ましくない習慣 一4．94 0．83 一L11 Q．65 一〇．32 0．75 一3．24 0．79 0．59 0．55 0．77 0．69

t検定 ＊p〈O．05　＊＊p〈O．Ol
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表5　生徒の生活習慣と養育態度との関連

中　学 生　男　子 中　学 生　女　子

生活習慣項目 受容的 統制的 責任回避的 受容的 統制的 下獄回避的

M SE M SE M SE M SE M SE M SE

運動系部活

好ましい習慣 3．40 0．04
ホ

2．43 0．05 1．go 0．04 3．24 0．06 2．33 0．05 1．90 0．05

好ましくない習慣 3．01 0．17 2．21 0．11 1．86 0．18 3．39 0．08 2．27 0．08 1．79 0．07

運動・スポーツ

好ましい習慣 3．40 0．04　　承購 2．42 0．04 1．89 0．04 3．29 0．05 2．33 0．05 1．86 0．05

好ましくない習慣 2．67 0．33 2．17 0．17 2．17 0．40 3．32 0．09 2．18 0．09 1．89 0．09

朝　食

好ましい習慣 3．40 0．04
＊

2．44 0．05 1．89 0．04 3．27 0．05 2．30 0．04 1．87 0．05

好ましくない習慣 3．07 0．15 2．13 0．09 2．00 0．14 3．46 0．10 2．39 0．13 1．85 0．12

自宅での夕食

妊ましい習慣 3．38 0．04 2．42 0．04 1．90 0．04 3．29 0．05 2．31 0．04 1．87 0．04

好ましくない習慣 3．33 0．33 2．00 0．00 1．67 0．33 3．50 0．50 2．00 0．00 1．50 0．50

夕食状況

好ましい習慣 3．40 0．04
＊

2．41 0．05 1．go 0．04 3．30 0．05 2．30 0．04 1．85 0．04

好ましくない習慣 3．08 0．08 2．42 0．15 1．83 0．17 3．27 0．14 2．46 0．16 2．00 0．23

食欲
好ましい習慣 3．39 0．04 2．40 0．04 1．91 0．04 3．30 0．05 2．29 0．04 ！．86 0．04

好ましくない習慣 3．20 0．13 2．60 0．16 L70 0．21 3．20 0．13 2．60 0．16 2．00 0．21

間食
好ましい習慣 3．35 0．05 2．43 0．06 1．86 0．05 3．33 0．06 2．29 0．05 1．83 0．06

好ましくない習慣 3．43 0．06 2．39 0．07 1．97 0．07 3．24 0．06 2．35 0．06 1．92 0．06

就眠時間

好ましい習慣 3．37 0．04 2．44 0．05 1．go 0．05 3．30 0．06 2．29 0．05 1．86 0．05

好ましくない習慣 3．43 0．10 2．29 0．10 1．89 O．10 3．28 0．07 2．40 0．07 L87 0．09

睡眠時間

好ましい習慣 3．38 0．04 2．43 0．05 1．91 0．04 3．28 0．05 2．32 0．05 1．85 0．05

好ましくない習慣 3．38 0．09 2．32 0．09 L85 0．11 3．35 0．10 2．27 0．08 1．92 0．09

排便
好ましい習慣 3．36 0．05 2．44 0．05 1．88 0．05 3．32 0．06 2．32 0．06 1．86 0．05

好ましくない習慣 3．42 0．07 2．35 0．08 1．93 0．08 3．27 0．08 2．29 0．06 1．87 0．07

生活習慣項目 高　校 生　男　子 高　校 生　女　子

運動系部活

好ましい習慣 3．39 0．06 2．15 0．06　幽 1．80 0．06 3．38 0．10 2．38 0．12 1．94 0．08

好ましくない習慣 3．24 0．03 2．28 0．04 1．81 0．04 3．37 0．04 2．28 0．04 1．84 0．04

運動・スポーツ

好ましい習慣 3．32 0．04
串

2．23 0．04 1．81 0．04 3．36 0．05 2．23 0．05　＊ 1．86 0．05

好ましくない習慣 3ユ8 0．05 2．27 0．05 1．79 0．05 3．39 0．06 2．39 0．06 1．84 0．07

朝食
好ましい習慣 3．28 0．Q3 2．23 0．03 1．81 0．03 3．39 0．04 2．29 0．04 1．83 0．04

好ましくない習慣 330 0．09 2．33 0．06 1．81 0．07 3．24 0．13 2．36 0．13 2．∞ 0．14

自宅での夕食

好ましい習慣 3．29 0．03
＊ 226 0．03　　番 1．81 0．03 3．38 0．04 2．31 0．04 1．86 0．04

好ましくない習慣 3ユ2 0．11 2．08 0．10 1．72 0．09 3．37 0．13 2．17 0．12 1．80 0．11

夕食状況

好ましい習慣 3．29 0．03 2．25 0．03 L79 0．03 3．35 0．04 2．30 0．04 1．84 0．04

好ましくない習慣 3．25 0．08 2．22 0．07 L91 0．07 3．52 0．10 2．27 0．12 1．91 0．10

食欲
好ましい習慣 3．30 0．03

＊＊
224 0．03 1．80 0．03 3．37 0．04 2．29 0．04 1．85 0．04

好ましくない習慣 3．07 0．09 2．10 0．12 1．82 0．09 3．60 0．16 2．30 0．21 L80 020

間　食

好ましい習慣 3．27 0．03 2．21 0．03　　ホ 1．81 0．04 3．37 0．05 2．32 0．05 L88 0．05

好ましくない習慣 3．30 0．06 2．35 0．07 1．79 0．Q6 3．39 0．07 2．24 0．07 1．78 0．08

就眠時間

好ましい習慣 3．33 0．04 2．24 0．05 1．82 0．05 3．37 0．06 2．37 0．06 1．89 0．06

好ましくない習慣 3．24 0．04 2．25 0．04 1．80 0．04 3．38 0．05 2．25 0．05 1．82 0．05

睡眠時間

好ましい習慣 3．31 0．03
＊＊

2．25 0．04 1．81 0．04 3．40 0．05 2．34 0．05 1．87 0．05

好ましくない習慣 3．19 0．06 2．22 0．06 L80 0．06 3．34 0．07 2．21 0．07 1．81 0．07

排便
好ましい習慣 3．31 0．03

＊
2．22 0．03 1．8Q 0．04 3．38 0．06 2．30 0．06 1．84 0．06

妊ましくない習慣 3．20 0．06 2．31 0．06 1．83 0．06 3．37 0．05 2．29 0．05 L86 0．05

t検定 串p〈0．05　事串p＜0．01
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かった項目は，高校生男女にいくつかみられた。

　「責任回避的」では，すべての生徒に関連は

みられなかった。

1V．考 察

1．生徒の生活習慣について

　本結果では，「朝食」，「自宅での夕食」，「夕

食状況」，「食欲」の食に関する4項目はすべて

の生徒の80％以上が好ましい生活習慣であっ

た。平成16年のサーベランスでは，朝食欠食者

が中学生は6．2～7．0％，高校生は7．8～11．0％，

また孤食者が中学生は13～15％，高校生は27～

37％と報告されており11），本結果は，孤食者率

は全国より低かったが，朝食欠食者率は高かっ

た。平成16年度から栄養教諭の導入がされてい

るものの11），さらなる「食育」指導の推進が必

要と考えられる。

　中学生と高校生の相違点は，「運動系部活」，

「就眠時間」であった。「運動系部活」は，1998

年の学習指導要領改訂により，中学生の「必須

クラブ制度」が廃止されたが12），現状は入部が

必修扱いとなっていることから，中学生に多く

みられたと考えられる。「就眠時間」は，平成

16年度サーベランスでは，高校生になると，学

校以外での活動範囲や活動量，学習量が増える

と報告があり11），高校生の「就眠時間」が遅く

なり，好ましい習慣の生徒が少ないと考えられ

る。

　男女の相違点である「排便」では，サーベラ

ンスと同様に11＞，女子は男子のように毎日排便

がある生徒は少なかった。女子はダイエットの

ために欠食したり，排便習慣に必要な運動や睡

眠時間が少ないという報告は数多くある13）。本

結果も女子は男子より運動系部活の参加や運

動・スポーツの実行が少なく，睡眠時間も短かっ

たことから，排便は，先行研究と同様の影響が

考えられる。

2．生徒の生活習慣とRRSとの関連

　物部は，高校生はRRS下位尺度得点が高い

ほど，健康的な生活習慣であったと報告した7）。

本結果では，中学生男女と高校生男子の生活習

慣はRRS下位尺度得点との関連が多く，物部

の報告を支持するものであった。ただし，高校

小児保健研究

生女子にはほとんど関連がなかったが，性差を

比較した報告は見あたらないため6・　7），他要因

も視野に入れた検討が必要であろう。

　なかでも，「改良型SC」との関連が多くみら

れ，「運動・スポーツ」はすべての生徒に，「排

便」は高校生女子以外の好ましい習慣の生徒に

SC得点が高いことが明らかとなった。「運動・

スポーツ」は，食欲や睡眠のように生理現象か

ら発せられる行為ではなく，自らが意識し積極

的に行動して初めて獲得できる習慣であること

が影響していると考えられる。また，浅井は，

青年期には運動習慣を身につけさせることは非

常に難しいと報告していることからも14），「改

良型SC」と関連していることが窺える。

　「排便」は，朝食後かならずトイレに行く，

便意を催しても我慢しない，学校のトイレでも

排便できるなどの本人の意志が大きく影響する

ことから，「運動・スポーツ」と同様に「改良

型SC」が影響したと考えられる。しかし，高

校生女子のみ影響しなかった。西らは，高校生

女子の便秘傾向の原因の1つに家以外のトイレ

では排便できないことをあげ，また，学校のト

イレは社交場でもあるため排泄がしにくい現状

がある13）ことからも，高校生女子は，「改良型

SC」より，むしろ環境要因の影響が大きいと

推察される。

　「調整型SC」では，男子に共通して「排便」

は好ましい習慣の生徒にSC得点が高いことが

明らかとなり，便通によるストレスが上手く調

整できていることが示された。しかし，中学生

では「運動・スポーツ」や「夕食状況」は好ま

しくない習慣の生徒に有意にSC得点が高かっ

た。「運動・スポーツ」は，部活動に影響され

るため日常運動しないことが，また，「夕食状況」

は，親や家族との葛藤も多い時期15）であるため，

夕食を一人で食べる方がストレスは上手く調整

できるとも考えられ，背景要因との検討も課題

となる。

　「外的要因による行動C」では，高校生より

中学生の生活習慣と多く関連があり，好ましい

習慣の生徒にC得点が低いことが明らかとなっ

た。中学生は高校生より好ましい習慣を実行す

るためには，行動の積極性を必要とするという

ことが示された。
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3．生徒の生活習慣と養育態度との関連

　先行研究より，幼児や学童期の生活習慣は，

養育態度に関連し8・9），生活の基盤である家庭

や身近な見本となる親の影響は非常に大きいこ

とが考えられる。

　本結果を下位尺度毎にみると，中学生・高校

生ともに男子は，好ましい習慣の生徒に有意

に「受容的」かかわり得点が高いことが明らか

となった。田中らは，性差の区別はないが，幼

い頃に，親の受容的態度である「食事を一緒に

した」，「お風呂に一緒に入った」という学生に

生活習慣の習得度が有意に高かったことを報告

し16），本結果からも受容的かかわりは，好まし

い生活習慣を実行する要因でもあることが示さ

れた。因果関係は不明だが，若原は，青年男子

は母親に対し愛の力を感じる傾向があると報告

しており17），本対象の男子も，母親の受容的か

かわりに対して好ましい反応を示し，結果的に

好ましい習慣へと繋がったとも考えられる。

　しかし，女子は中学生・高校生ともに受容的

かかわりに影響を受けないことが示された。山

岸は，女子は中学生から高校生前期まで母親に

対して「束縛・統制」を感じ，「反発・反抗」

に変化すると報告していることからも15），男子

とは異なり，受容的かかわりが好ましい習慣に

繋がるとはいえないことが窺える。

　「統制的」では，好ましくない習慣であった

高校生の保護者のかかわり得点が有意に高かっ

た項目がいくつかみられた。田中らの，幼い頃

に統制的態度である「成績についてうるさく言

われた」，「親の考えを押し付けられた」という

学生は，生活習慣の習得度は有意に低くかっ

た16）という報告と同様な結果となり，統制的か

かわりは，好ましくない生活習慣を導くことも

示された。ただし，中学生は全く関連がなかっ

たことから，統制的かかわりは，年齢の影響を

受けることも示された。

　「責任回避的」では，すべての生徒に関連が

みられなかった。鈴木らは，幼児や学童期に，

保護者が「責任回避的」かかわりをすると，生

活習慣が不規則になりやすいと報告している

が8），本結果のように中学生や高校生では，生

活習慣には影響されないことが示された。

　以上から，生活習慣はSCや養育態度に影響
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されるが，発達段階や性別によってその影響要

因に差異があることが示された。また，好まし

い生活習慣を確立するには，SCの向上や養育

態度を視野に入れた生活指導も必要であるが，唱

学校内の環境にも目を向ける必要があると考え

る。
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（Summary）

　To　clarifSr　the　factors　that　affect　the　lifestyle　of　ju－

nior　high　and　high　school　students，　we　conducted　a

questionnaire　survey　and　had　the　objects　of　398　ju－

nior　high　school　students，　612　high　school　students，

and　1，elO　of　their　parents．　The　results　showed　that

junior　high　sehool　boys　had　the　most　desirable　1ife－

style．　A　relationship，　in　particular　a　relationship　of

improvement，　was　seen　between　lifestyle　and　self－

cQntrol　in　junior　high　school　boys　and　girls，　and　in

high　school　boys．　A　relationship　between　lifestyle

and　child－rearing　attitudes　was　seen　in　both　junior

’high　school　and　high　school　boys．　This　relationship

was　seen　especially　when　parents　had　an　accept－

ing　attitude．　These　findings　suggest　a　direction　for

guidance　to　raise　self－contrQl　that　helps　students

improve　themselves，　and　for　health　education　for

parents．　Since　almost　no　related　factors　were　iden－

tified　in　high　school　girls，　investigation　of　other　fac－

tors　is　an　issue・，　for　the　future　．

（Key　words）

junior　high　school　student，　high　school　student，

lifestyle，　self－control，　child－rearing　attitude
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